
   

 

1 
 

 

 SIDEKICK インストールガイド  

はじめに 

このガイドに記載する SIDEKICKのインストール手順は、GENESYS Server 2025がインストールさ

れたマシンでの操作を想定しています。GENESYS Server 2025のインストールについては、

GENESYSインストールガイド

（https://vitechcorp.com/support/documentation/genesys/2025/GENESYS2025_インストールガイ

ド.pdf）をご参照ください。 

GENESYSおよび SIDEKICKのインストール、ライセンスに関してのお問い合わせは、図研サポート

窓口（https://support.zuken.co.jp/global/）までお願いします。 

SIDEKICK構成要素 

1. 下記システム要件に対応するマシン 

2. インターネット インフォメーション サービス (IIS) 10 

3. GENESYS Server 2025 

a. SQL Server Express 2022 

i. SQL Server 2019(15.0)以降を推奨します。 

b. .NET Framework 4.8 

i. Windowsのバージョンにより手動インストールが必要な場合があります。 

4. GENESYS 2025 および SIDEKICK の有効なライセンス 

a. SIDEKICK のライセンスは GENESYS Server  のライセンスに組み込まれています。 

SIDEKICK用マシン システム要件 

- Windows Server 2025, Windows Server 2022, Windows Server 2019, Windows Server 

2016, Windows 11 

- 2 GHz プロセッサ。マルチコアまたはマルチプロセッサを強く推奨します。 

o 4コア CPU(vCPU) 

- 16 GB RAM 

- インストール先ストレージ容量: 

o 200 MB 

o GENESYS向けに別途ストレージ容量が必要となります。 

https://vitechcorp.com/support/documentation/genesys/2025/GENESYS2025_インストールガイド.pdf
https://vitechcorp.com/support/documentation/genesys/2025/GENESYS2025_インストールガイド.pdf
https://support.zuken.co.jp/global/
https://go.microsoft.com/fwlink/p/?linkid=2216019&clcid=0x409&culture=en-us&country=us
https://go.microsoft.com/fwlink/?linkid=2088631
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クライアントブラウザ要件(Chromiumベース) 

- Chrome/Edge v100以降 

Sentinel License Managerによるライセンス認証 

GENESYS Server 2025のインストール時点で SIDEKICKライセンスが適用されていない場合、

GENESYSライセンスを更新して SIDEKICKライセンスを追加する必要があります。 

既存の GENESYSライセンスの更新 

1. GENESYS Server 2025がインストールされたマシンで、Sentinel Admin Control Center 

(http://localhost:1947) を開きます。 

2. [Sentinel Keys]ページを開き、登録されているプロダクトキーを確認します。[Actions]列から[C2V]

ボタンをクリックして、C2Vファイルを取得します。 

※ リストにプロダクトキーが複数表示されている場合は、[Product]ボタンをクリックして紐づいてい

るプロダクトを確認の上、更新したいプロダクトキーの C2Vファイルを取得してください。 

 

3. 取得した C2Vを図研 GENESYSライセンス発行窓口（zj_shipping@jp.zuken.com）に送付し、ラ

イセンス更新を依頼します。 

4. V2Cファイルまたは V2CPファイルが図研 GENESYSライセンス発行窓口からメールで送付され

ます。 

  

http://localhost:1947/
mailto:zj_shipping@jp.zuken.com
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5. Sentinel Admin Control Centerの[Update/Attach]ページを開きます。[Select File…]ボタンをクリ

ックし、送付された V2Cファイルまたは V2CPファイルを選択します。[Apply File]ボタンをクリック

すると、ライセンスが更新されます。 

 

ライセンス認証の確認 

Sentinel Admin Control Centerの[Features]ページで、利用可能なライセンスの一覧が確認できま

す。SIDEKICKのライセンスは GENESYS Viewer CAL および GENESYS Commenter CALと表示

されます。 
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IIS Web Serverの設定 

IIS機能の有効化 

IIS機能が既に有効化されている場合は、この手順を飛ばして「IISの設定」に進みます。 

Windows Serverの場合 

1. コントロールパネルから、 [プログラム] > [Windows の機能の有効化または無効化]を選択します。

[開始する前に] ページはそのまま[次へ]をクリックします。 

 

2. [役割ベースまたは機能ベースのインストール]を選択して[次へ]。 

 



   

 

5 
 

3. [サーバー プールからサーバーを選択]で、使用中のマシンを選択して[次へ]。 
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4. [Web サーバー (IIS)]にチェックを入れます。 

 

5. 確認ダイアログはそのまま[機能の追加]ボタンをクリックし、元の画面で[次へ]をクリックします。 
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6. [機能の選択]ページ以降は、そのまま[次へ]。 
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7.  [インストール オプションの確認]ページでインストール内容を確認し、[インストール]をクリックしま

す。 

 

8. インストール完了後、ウィザードを閉じます。 
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Windows 11の場合 

1. コントロールパネルから、 [プログラム] > [Windows の機能の有効化または無効化]を選択します。 

2. 機能の一覧から、[インターネット インフォメーション サービス]のチェックを入れ、[OK]ボタンをクリッ

クします。※ 子項目は必要な機能のみが自動で選択されます。 

 

3. インストール完了後、ダイアログを閉じます。 
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IISの設定 

デフォルトでは、SIDEKICKは 443ポート(https)を使用する設定でインストールされます。他のサイト

で使用している場合は、初期設定でポートを変更する必要があります。 

1. スタートメニュー > [Windows 管理ツール] > [インターネット インフォメーション サービス (IIS) マネ

ージャー] を開きます。 

2. [接続] パネルから(マシン名) > [サイト] を選択します。 

3. “Default Web Site”サイトを選択し、削除します。 
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SIDEKICKアプリケーションインストール手順 

SIDEKICKインストーラーの実行 

1. Vitech Webサイト（https://www.vitechcorp.com/software-downloads/）から、SIDEKICKインス

トーラーをダウンロードします。 

 

2. インストーラーを起動します。 

3. インストーラーの言語を選択して[OK]をクリックします。 

 

  

https://www.vitechcorp.com/software-downloads/
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4. SIDEKICKの動作に必要なコンポーネントがない場合、そのインストールを促す画面が表示されま

す。[インストール]をクリックします。 

※ .NET ホスティング バンドルが必要となります。マシンにインターネット接続がない場合はこちら

の 手動インストール リンク を使用してください。 

 
 

5. [次へ]をクリックします。 

 

  

https://builds.dotnet.microsoft.com/dotnet/aspnetcore/Runtime/8.0.15/dotnet-hosting-8.0.15-win.exe
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6. SIDEKICKの使用許諾契約を確認します。同意する場合は[…同意します]を選択して[次へ]をクリ

ックします。 

 
 

7. インストール先データベース サーバーおよび接続方法は、GENESYS Server 2025でセットアップ

した SQL Serverインスタンスおよびその接続方法を指定します。 

 

  

GENESYSSV 
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8. IISアプリケーションプールの資格情報は、[はい]を選択して[次へ]をクリックします。 

 
 

9. [インストール]をクリックしてインストールを開始します。インストールが完了したら、[完了]をクリック

します。 
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SQL Serverへのアクセス権設定 

1.  スタートメニュー > [Microsoft SQL Server Tool **] > [Microsoft SQL Server Management 

Studio **] を開きます。(**にはツールのバージョン番号が表示されます) 

2. [サーバー名]は SIDEKICKのインストール時に指定したデータベース サーバーを選択し、[サーバ

ー証明書を信頼する]にチェックを入れ、SQL Serverに接続します。 

 

3.  [セキュリティ] > [ログイン]を右クリックし、[新しいログイン]を選択します。 

 

  

(マシン名) 
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4. [ログイン名]入力欄の横にある[検索]ボタンをクリックします。 

 

 

5. 検索ダイアログの入力欄に”NETWORK SERVICE”と入力し、[名前の確認]ボタンをクリックした

後、[OK]ボタンをクリックします。 

その後、[ログイン名]に”NT AUTHORITY\NETWORK SERVICE”が入力されていることを確認し

ます。 

※ マシンがドメインに参加していると、ドメインアカウントの認証が求められる場合があります。

“NETWORK SERVICE”はローカルアカウントのため、認証をキャンセルしても問題ありません。 

 

 



   

 

17 
 

6. [ページの選択]で[サーバー ロール]ページを表示し、”sysadmin”にチェックを入れます。

 
 

7. [OK]ボタンをクリックして、設定を完了します。 
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GENESYS/SIDEKICKのユーザー設定 

1. GENESYS Server 2025を起動し、管理アカウントでログインします。 

 

2. リボンメニューから[ユーティリティ] > [管理ツール]を選択します。 

 

3. [ユーザー]タブに移動し、[新規ユーザー]から SIDEKICKを利用するユーザーを作成します。 

 

4. 作成したユーザーをダブルクリックし、[ユーザーのプロパティ]ダイアログを開きます。 

  



   

 

19 
 

5. [メンバー]タブで、SIDEKICKで使用するグループをユーザーに割り当てます。 

• SIDEKICKは GENESYSに組み込まれている Commentersグループおよび Viewersグル

ープを使用します。SIDEKICKユーザーはこれらのいずれかのグループに所属している必要

があります。 

o Commentersグループのユーザーは、割り当てられたレビュー対象にコメントができ、

会話に参加できます。 

o Viewersグループのユーザーは、コンテンツにアクセスできますが、コメントや会話へ

の参加はできません。  

• SIDEKICKの管理者権限を付与するには、Commentersグループまたは Viewersグループ

に加えて Administratorsグループに割り当ててください。 

※ レビューの作成は、Administratorsグループのユーザーのみが実行可能です。 

※ GENESYSでユーザーを作成した後、SIDEKICKでタスクを割り当てる際にそのユーザーがア

プリケーションに表示されるようにするには、事前に SIDEKICKへの初回ログインを正常に行う必

要があります。 
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SIDEKICKを使用するための GENESYSの設定 

1. GENESYS Server 2025を起動し、管理アカウントでログインします。 

2. リボンメニューから[ユーティリティ] > [管理ツール]を選択します。 

3. [REST API]タブを開きます。 

4. [一般]セクションの[有効]オプションを”有効”に設定します。 

5. [HTTPS/HTTP]セクションの[HTTP無効]を”無効”に設定します。 
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推奨の IIS設定 

1. スタートメニュー > [Windows 管理ツール] > [インターネット インフォメーション サービス (IIS) マネ

ージャー]を開きます。 

2. [接続]パネルから(マシン名) > [アプリケーション プール]を選択します。 

3. Vitech Sidekick アプリケーションプールの[詳細設定…]を開きます。 

 

4. SIDEKICKは定期的なデータベース更新にサービスを利用するため、アプリケーション プールの

[開始モード]を”AlwaysRunning”に設定します。 
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SIDEKICKへのアクセス 

SIDEKICKにアクセスしたいマシンのブラウザを開き、アドレスバーに”https://(SIDEKICKをインストー

ルしたマシンの IPアドレスまたはホスト名)/”を入力すると、SIDEKICKにアクセスできます。 

また、SIDEKICKをインストールしたマシン上では、スタートメニュー > [Vitech] > [Sidekick]を選択す

ることで、デフォルトのブラウザで SIDEKICKにアクセスすることもできます。 

 

注意点 

1. SIDEKICKは GENESYS Server 2025と連携して動作するように設計されているため、同じ

サーバーにインストールする必要があります。  

2. SIDEKICKのデフォルト設定では、ホストマシンの信頼されたルートストアにインストールされ

た自己署名 HTTPS証明書を使用するように設定されています。 

3. 追加の SIDEKICK ドキュメントはスタートメニュー > [Vitech] > [ヘルプドキュメント]から参照で

きます。 

a. [Sidekick]は localhostサイトへのリンクとなっています。 

4. SIDEKICKは追加の設定なしで IPアドレスやホストマシンの FQDNを用いてリモートアクセス

できますが、IT部門を通して組織の TLS証明書の作成・配布することが推奨されます。 
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